
❶産業振興や交流人口の拡大など地域の活性化のための交通ネットワークの形成と個性あるまちづくりの推進



　２０２５年の長崎港における外国船社が運航するクルーズ船の入港回数は１９４回で、全国１位となりました。
　また、日本船社を含むクルーズ船全体の入港回数は１９８回で全国4位となっており、今後もクルーズ船の寄港
による賑わいの創出が期待されます。　

　２０２６年４月現在、比田勝港で週２４便、厳原港で週5便の
国際定期船が運航しており、比田勝港においては、観光客の増
加に対応する国際船用浮桟橋の整備が完了しました。
　引き続き、国際交流の拠点となる港において観光客の受入環
境整備を推進します。
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コロナ禍の運休

観光客は復調

2026年3月26日
左：松が枝岸壁（ MSC MAGNIFICA    95,128総トン）
右：出島岸壁　（ LE SOLEAL 　　　  10,992総トン）

国際船用浮桟橋の整備（令和8年4月）
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物流ターミナルの整備・機能強化を行うことで物流の効率化・ネットワーク強化を図り、地域活性化を推進します。

本土-離島間を結ぶ定期航路の安定的な海上運輸活動を支え、効率的で利便性が高い港湾整備を推進します。

郷ノ浦港 高速船乗降施設のバリアフリー化

【事業概要】
事業主体：長崎県
事業期間：平成30年度～令和6年度
総事業費：約7億円

潮の干満に合わせて上下に動く浮桟橋の整備によって、乗降の際の高低差
が解消されたことで、大型荷物を抱える利用者や車いす利用者等、全ての利
用者にとって安全で円滑な乗下船が可能となりました。
また、ターミナルに接続する屋根付き通路を整備し、利用者の利便性・安全性
が向上しました。

多比良港の既存の港湾施設は、貨物船の規格に対応しておらず非効率な荷役となっていたことから、新たな岸壁整備によ
って荷役作業の効率化を図っています。
また、隣接する埋立地は各種企業の立地が進んでおり、岸壁整備による物流の効率化・ネットワークの強化が地域の産業振
興に寄与しています。

高速船用浮桟橋
（令和5年7月供用開始）

多比良港

高速船用浮桟橋
（令和７年４月供用開始）

バリアフリー対応連絡通路
フラット

高低差

埋立地
　製造業など、各種企業の立地が促進

港湾整備が、新たな雇用の
創出といった地域活性化に寄与

干潮時は、船の乗降の際に高低差が
生じ、急勾配な乗下船となっている

タラップを用いた乗下船
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臨港道路整備 ●

●

既存施設：水深２．０ｍ（１バース）
▼

計画施設：水深４．５ｍ（２バース）

【事業概要】
事業主体：長崎県
事業期間：平成27年度～令和9年度
総事業費：約21億円

岸壁（水深4.5m）　整備状況
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●

既存施
設（岸

壁　水
深２．０

ｍ）

整備中（岸壁　水深４．５ｍ）

フェリー
（至・長洲港）

整備前

整備後
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